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1管理会計のシステム分析とシステム設計
西　澤 傍
1．管理会計におけるシステム分析及びシステム設計の意義
　管理会計にシステム・アプローチを適用し，管理会計を1つのトータル・シス
テムとして考察するには，管理会計に対しシステム分析とシステム設計を試み
ることが肝要である。システム分析の原語は，Syste㎜Analysis叉はSystems
谷nalysisであり，System叉はSyste皿sは単にシステム叉はシステムズと呼
ぱれ，Analysisは分析叉は解析と称される。システムを抽象名詞と解Lシス
テムズを具象名詞に解し，両者を識別する見解も存するが，システムズをシス
テムに包括し単にシステムと呼称するだげで十分であら㌦解析より分析の語
の方が一般的・基本的であるので，システム分析の語を使用する。またシステ
ム設計の原語は，SystemDesign叉はSystemsDesignであり，System叉
はSystemsはシステム叉はシステムズと呼ぱれ，Designは設計叉はデザイ
ソと称されるが，前老と同じ理由からシステム設計と呼称することにする。シ
ステム分析もシステム設計も，システム・アプローチの具体的手段として同一
視される場合もあるが，両者は目的や手続が相違するので区分すべきである。
ちなみに　C，J，SipPl，“Computer　Dictionary　and　Handbook”，ヱ967　によ
ると，両語は次のように定義することができる（ibid，p．351）。
　　　（1）システム分析の定義
a　達成しなげれぱたらない事項やそれを達成する方法を正確に決定するため
　に，事業活動を分析するこ乙
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b　組織体の全活動叉は業務区分の管理を改善する目的で，組織体に関する清
　報を収集し，操作し，評価するための綱部手続を，組織的にかつ段階別に研
　究し分析すること。
C　達成しなげればたらたい事項や必要な活動を実現する最善の方法を決定す
　るための活動・手続・方法・技術叉は事業を検討すること。
　　　（2）システム設計の定義
d　必要た関連過程や手続を表示するために，入力・処理・手続・出力の性質
　と内容を形式化L図示すること。
　この定義では，システム分析とシステム設計の概念はある程度知りえても両
老の関係は必ずしも明確でないので，システム分析とシステム設計についての
関係を検討してみよう。
　r経営工学用語辞奥』（日刊工業新聞杜，昭和43年）は，ツステム分析について，
「新しいシステムを設計する場合，通常，現存するシステムについて調査を行
ない，それについての正確で系統的な知識を求めることが行たわれる。システ
ム設計におげるそのようた段階をシステム分析という。区分についての定説は
ないが，現存するシステムを表わすモデルを作成して検討するまでをシステム
分析と考えることが多い」と述べ（99頁），システム設計については，「何らか
の要求を満足するために，現存するツステムを変更したり，まったく新しいシ
ステムを作り出すことをいう」と述べ（97頁），現行モデルの検討がシステム分
析であり，現行モデルの改良ないし新モデルの開発がシステム設計であるとし
ている。
　r図解電子計算機用語辞典』（目刊工業新聞杜，昭和41年）も，rシステム設計
とは，システムの目的を設定し，目的達成のための方法・手続を，関連ある組
織・制度・設傭にわたつて定め，さらにそれに必要な作業を効果的に一遂行する
手法・手順を決定し，加えて，その統制の方法と，結果の評価の基準を定める
ことである。そのためには，まず問題の方法論的な調査を行ない，次に問題を
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関係項目に綱分して，その関連を明らかにする現状調査が不可欠である。シス
ーテム設計を目的とした諸問題の調査分析をシステム分析という。」と述べ（93頁），
モデルの現状調査がシステム分析であり，それを基礎とした新モデノレの設定が
システム設計であるとしてい乱
　これらの思考をさらに前進させたのが『M　I　Sハソドブック』（日本経営出版
会，昭和坐年）で，「システムの実態論的な構造を明らかにすることをシステム
分析，あるいはシステム・アナリシスとよび，システムの規範論的なあり方を
論ずることをシステム設計，あるいはシステム・デザイソとよぶ」と述べ（18頁）・
システムの実態論がシステム分析であり，システムの規範論がシステム設計で
あり前者が後者の前提となるとしている。システムの実態論というのは，その
ツステムが実態としてどのような性質を有しているか・たとえぱ色々な環境変
化にそのシステムが全体としていかなる応答を示すかとか，システムの内部で
行なわれる政策の変化が現実にそのシステムの働きにどのような影響を及ぽす
か等を明らかにすることである。これに対しシステムの規範論というのは，そ
のシステム全体に期待される働き或は目的を設定し，．これらを実現するために。，
各要素の働きはいかにあるべきかを問題にすることである。
　このようにシステム分析とシステム設計は固有の領域を有しているが，シス
テム設計まで及ぱないシステム分析は意味がなく，システム分析を伴わないシ
ステム設計は不完全なので，広義のシステム分析にはシステム設計も含み，広
義のシステム設計にはシステム分析も含んで理解され飢両老が混同されたり・
相互代替的に使用されたりするのは，このためである。ツステム分析とツステ
ム設計を包括した概念をシステムエ学（SyStem　engineering）叉はシステム研究
（SyStem　Study）と称したり・単にシステム・アナリシスと呼ぶこともある。
　　これらの概念を管理会計に適用してみると，管理会計システムを設計する目
的で，現行の管理会計システムの実態を調査し現状を明らかにする手続が，管
理会計システム分析（management　aCCOuntin9・yStem　ana1ySiS）であり，管理会
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計システム分析の結果を基に，現行の管理会計システムを改善し或は新しい管
理会計システムを開発する手続が，管理会計システム設計（mana9・ment　aCC0㎜・
tingsystem　design）であるということになるo
　管理会計システム分析においては，次の段階がとられる（第1図参照）。
a　現存する管理会計システムの実態を調査す飢
b　実態調査した結果を基に現管理会計システムのモデルAを作成する。
c　作成したモデルAを実際に操作して操作結果を入手する。
d　入手した結果を計量的特に会計計数で評価し，その適否を判定する。
e　判定結果が適正であれぱ，当該モデノレAを採用す私
f　判定結果が不適正であれぱ，当該モデルの修正案A’を作成し，c以下の
　作業を繰返す。
　　　　　　　第1図　管理会計システム分析のフローチャート
開　始
a現システムを調査
bモデルAを作成
入力
cモデルAを操作
出力
　d　　　不適fモデルA・
結果を検討　　　　　　　　　を作成
　　適
eモデルAを作成
終　了
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かくして現管理会計システムのモデルが完成すれぱ，次には管理会計システ
ム設計を以下の段階を経て実施する（第2図参照）。
9　まず現管理会計システムのモデルAをとりあげる。
h　採用したモデルAを色々な側面より操作する。
i　これらの操作結果を計量的特に会計計数で検討し，その適否を判定する。
j　判定結果が不適正であれぼ，代替可能なモデルBを作成しhを繰返す。
k　さらに判定結果が不適正であれぱ，代替可能なモデルCを作成しhを繰返
　す。
1　各そデルA・B・Cを計量的に特に会計計数で評価する。
m　評価した結果に基づいて，最も有利なモデルを選択し，これを採用する。
　上記の管理会計モデルは，会計計数で表示されることもあれぱ会計計数以外
　　　　　　　　第2図　管理会計システム設計のフローチャート
開　始
g　モデルAを採用
入力
h　モデルAを操作
出カ
モテルC不適　　　　i　　　　不適　モデルBkを作成　　　　　結果を検討　　　　　jを作成
　　　　　　　　　適
　　　　　　　　　1　　　　　　　坦果を評
　　m最有利モデルを選択
終　了
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の計数で表示されることもあるが，原則的には会計計数一一特に原価・収益・
損益・資金叉は資産の形で表示する必要がある。従って，管理会計システム分
析では，会計計数で現行の管理会計モデルを測定することが中心とたる。これ
に対し管理会計システム設計では，会計計数で代替可能な管理会計モデルを測
定するとともに，各モデルの測定結果を比較して最も有利なモデルを選出する
ことが中心となる。この分析を費用効果分析と称する。このような測定や評価
を行なうには，予め各モデルの流れを決定し，その結果をフローチャートとコ
ードで表現することが前提となるから，フローチャートの作成とコーディソグ
の実施と費用効果分析の実施が三大問題点とな私
2．フローチャートによる管理会計モデルの表示
　管理会計システム分析及び評価に当って管理会計システム・モデルを表示す
る基本的な方式は，フローチャートである。フローチャート（iOwcha・t）とは，
一定の約束された記号を用いて作業の流れを視覚に映る形で図示したものであ
って，組織図，事務分析図，勘定記入連絡図，システム・フローチャート等の
種類がある。
　　（1）　組織図用フローチャート
織簑㌫鴛鴛鴛二篇鴛鴛1二鶯鴛
chart），組織職位図（0rgani・・tiOn　pOsitiOn　ch・rt）に別げられ，さらに表現法別
には縦式組織図（ve・tic・l　o・gani・ation　cha打）と横式組織図（ho・izOnta10rg・niza－
tionchart）に別けられる（前掲rMISハソドブヅク』345頁）。部・課・係等の
組織単位の名称と，各単位の相互関係を示すのが組織機構図であり，組織機構
図に各組織単位が担う業務を記載したのが組織機能図であり，組織機構図に職
員の氏名・職名・職位名等を記入したのが組織職位図であ乱
　いま管理会計の担任部門であるコソトローラ部を中心に管理会計組織機能図
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第3図　管理会計組織機能図
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を掲記してみれば，第3図のとおりである（通産省産業合理化審議会r内部統制の
実施に関する手続要領』昭和28年付第1図より）。ここにコソトローラ部とは，コ
ントローラ（・㎝t・olle・o・cOmptrOlle・）が統率する部門の意味であり，総合的な
会計管理部門がこれにあたる。従来わが国では経理部がこの種の業務を担当し
てきたが，伝統的な経理部では計算的統制の業務のほか財務執行の業務が兼務
されていたため，ややもすると財務執行業務に重点が向けられ計算的統制業務
が軽視さる傾向があった。この欠点を排除するには，経理部とは別に財務部を
新設しこちらに財務執行業務を移管させると共に，経理部の計算的統制業務を
拡大しコソトローラ部に改組する必要がある。コントローラ部は，計算的統制
業務である限り，財務会計はもちろん管理会計まで包括し文字通りの会計管理
セソターをなすので・管理会計のトータル・システム化が可能となる。
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＜事務分析用のフローチャート記号＞
基本記号 応用のしかた 応用記号の例記号 内　容 記号 内　　容
帳票作製 ○の内部に文字あるいは ⑧① 記入
作 記入計算 符号をつけて，各作業の ① 転記
○ 再記入複写仕わけ分類 性質をあらわす 計算
業 連　　絡 仕わけ配布◎一一◎ 連絡
情報・物品の ○の内部に文字あるいは ㊥ 人による移動
運 移動　郵便 符号をつけて，運搬者ま ⑩、θ 郵便（構内郵便）
○ たは方法を示す ⑤ シュート
搬 ◎ コンベヤー
① テレタイプ電話
検査審査 ◇の内部に文字あるいは ◇ 内容の審査
検 決裁照含 符号をっけ，あるいは◇ 口 数量（枚数など）◇ 令 のチェックの組合わせによって検査 決裁
養 の内容をあらわす 参、ξ 照合相互検査
一時保管 各種の補助記号をもちい ▽ 一時停滞保管
停 ファイル完了 て，停滞の内容・性質を △ 取出し受け取り
棄　　却 ▽▽ あらわす ▽ 完了フアイル
X▼
滞 棄却（注▽を完了，▽を一時停滞とし
てもちいる方式もある）
一般に帳票は［コであらわす
帳 が，帳票作成をIつの作業とし 口 伝票文書て○で示し帳票名のみを記入す 再現帳票
る方法もある
また，EDPSの7ローチャート
票 口 カードでもちいる各種の記号をそのま
ま利用する二ともある。 テープ
そ 情報・物品・ 一 有形物の流れの 一 伝票の流れ ‘‘i・・ 口答連絡
他 ≡⊃一 伝票類を一括する
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第4図原価計算事務分析フローチャートの一例
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　　（2）事務分析用フローチャート
　第2の事務分析用フローチャートは，事務の流れを示す図表であって，事務
工程分析図とも称される。事務分析用フローチャートの作成法には，産業能率
短期大学方式や日本能率協会方式やNOMA方式等があるが・そこで使用され
る事務分析記号は，J　I　S規格『工程図言己号』（z8206－1966）を基本とし，こ
れに若干の修正を加えたものである。これらの事務分析記号から共通のものを
要約してみると，前図のとおりである（r管理技術用語辞典』日本能率協会昭和42
年186～187頁）。
　これらの事務分析記号を用いた事務分析図の一例を，原価計算の場合にっい
て例示してみれば第4図のとおりである。
　　（3）勘定記入連絡用フローチャート
　管理会計特有のフローチャートとしては，勘定記入連絡用フローチャートが
ある。これは管理会計に必要とされる各種勘定について，相互間の転記の要領
第5図原価計算勘定記入連絡フローチャートの一例
井オ　　　　　＊｝　　　　　　　　　　i自ヨ妾非オ＊斗ヨ珪
賃　　　金
：ア
　　　　　　蔚㌧
販売萱及ぴ」般管理費
製　　　造 製　　　品
叢
r「、面差霊頁
平定 魁へ
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1SOのシステム・フ回一チャート記号
1）処理（P・㏄ess）
すぺての処理機能，たとえば情報の値，形，あ
るいは場所の変化をもたらしたり，いくつかの流
れの方向のうち，どれをとらせるかを決定するよ
うな，あらかじめきめられた操作，あるいは一連
の操作を実行する過程をあらわす
2）判断（Decisi㎝）
いくつかの択一的経路のうち，どの経路をとら
せるかを決定するような意志決定，あるいは，ス
イッチング・タイプの操作をあらわす
3）準備（Prepamti㎝）
プログラム自身をかえること，たとえぱスイッ
チのセット，インデックス・レジスターの内容変
更，あるいはルーティンのイニシャライズなどの
ように命令，あるいは一連の命令を修止すること
をあらわす
4）既定処理（Predefined　Pr㏄ess）
たとえぱサブルーティンのように，別途指定さ
れた1つまたはそれ以上の操作，あるいはプログ
ラム・ステップよりなる命名された処理過程をあ
らわす
5）手操作（Ma㎜a1Ope珊ti㎝）
機械的な助けを借りずに，人間の手によって行
なわれるオフラインの処理遇程をあらわす
6）補助操作（Auxi1iary　Opemti㎝）
中央処理装置で直接制御されていない機械で行
なうオフラインの操作をあらわす
□
7）組合せ（Me．ge）
2つまたはそれ以上の種目の集合を1つの集合
に組み合わせる操作をあらわす ▽
8）抜出し（Extract）
何種目かからなる1つの集合から，1つあるいは
それ以上の種目の集合を分離する操作をあらわす △
9）照合（Coll・te）
抜き出しながら組み合わせること，すなわち2つ
あるいはそれ以上の種目の集合から，2つあるいは
それ以上の他の集合をつくり出す操作をあらわす
11
lS◎のシステム・フ回一チャート記号
10）分類（Sort）
いろいろの種目からなる1つの集合を特別な順
序に並ぺかえる操作をあらわす ◇
11）手操作人力（Ma㎜al　Input）
処理時点で必要な情報を手動的な方法，たとえ
・ばオンライン・キーポード　スイッチ　プッシュ
・ボタンなどを使って入カする手操作をあらわす
12）入出カ（I叩ut／0utput）
入力／出力（I／O）の機能，すなわち情報を利用
可能にすること（入力），あるいは処理された情報 口
を記録すること（出力）をあらわす
13）オンライン言己慮（0n1ineStorage）
各種のオンライン・ストレージ，たとえば磁気
テープ磁気ドラム　磁気ディスクなどを利用し
たI／O機能をあらわす
14）オフライン記憶（Off1ine　Storage）
情報が記録される媒体には無関係に，情報をオ
フラインに貯える機能をあらわす ▽
15）書類（D㏄um㎝t）
書類を媒体とするI／0機能をあらわす
16）穿孔カード（P㎜ched　Card）
媒体がマーク・センス・カード　パーシャル・
カード　スタブ・カード　マーク・センス・カー
ドなどを含む穿孔カードで行なわれるI／0機能を
あらわす
17）カード・デック（DeckofCards）
穿孔されたカードの集まりをあらわす
18）カード・ファイル（Fi1eofCards）
関連した穿孔カード・レコードの集まりをあら
わす
19）さん孔テープ（Pr㎜chedTape）
媒体として，さん孔されたテープを使用する
I／0機能をあらわす
20）磁気テープ（Maglletic　Tape）
媒体として磁気テープを使用するI／O機能をあ
らわす
○
12
lSOのシステム・フ回チャ　ト記号
21）磁気ドラム（Ma駆etic　Drum）
媒体として磁気ドラムを使用するI／O機能をあ
らわす
⊂○
22）磁気ディスク（Ma帥etic　Disk）
媒体として磁気ディスクを使用するI／O機能を
あらわす
23）磁気コア（Core）
媒体として磁気コアを使用するI／0機能をあら
わす
24）表示（Display）
情報をその処理時点で人間が利用できるよう
に，オンライン・インディケーター　ビデオ装置
コンソール・プリンター　プロッターなどを通じ
て外部表示するI／0機能をあらわす
25）流れ線（Flow　Line）（約定a参照）
連結の機能をあらわす
流れ線の交差（約定b参照）
流れ線の接合（約定c参照）
26）並列処理（Parallel　Mode）　（流れ線は示してな
い．約定a参照）
2つあるいはそれ以上の同時操作の始まり，ま
たは終わりをあらわす
27）通信リンク（Comm㎜ication　Link）
情報が電話通信線で伝達される機能をあらわす
28）連結（C㎝皿㏄to・）
フローチャートの他の部分への出口，あるいは ○
他の部分からの入口をあらわす
29）端点　中断（Temina1，I皿termpt）
フローチャートの端点，たとえぱスタート　ス
トップー時停止遅延，あるいは中断をあらわす
30）注釈（Com㎜㎝t，Amotation）
注釈機能，すなわち明瞭にするために解説ある
いは説明を加える機能をあらわす
…仁
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を図示したもので，ある勘定の借方から転記先の他の勘定に，またある勘定の
貸方から転記先の他の勘定の借方に矢印が付せられる。いま原価計算の場合に
ついて勘定記入連絡図の一例を掲示しておけば，第5図のとおりである。
　　（4）　システム用フローチャート
　前記の（1）ないし（3）は従来広く使用されてきた伝統的なフローチャー
トであるが，システム分析やシステム設計を行なう場合には，システム特有の
フローチャートを使用することが必要となる。この目的のために開発されたフ
ローチャートには，次の3種類がある（犬林久人著rフローチャート演習』日本経
営出版会，昭和μ年，8頁）。
a　全体としての機能の関連や，情報の経路等を示すシステム・フ目一チャー
　ト　（system　iowchart）
b　機械的な処理工程を示すプロセス・フローチャート（p・oc…　iOw・h・・t）又
　はゼネラル・フローチャート（general　Howchart）
C　プログラム中で行なわれる演算や処理の内容と手順を示すプログラム・フ
　ローチャート（programHowchart）
　これらのフローチャートで使用される言己号（シソボル⊃には各種のものがあ
り，コソピュータ・メーカー又はユーザーによって独自の記号が開発されてい
るが，その基本は，国際標準化機構（lntemational　Qrganization　for　Standardiza－
tiOn；ISO）のコンピュータ及び清報処理委員会が勧告した『情報処理用フロr
チャート記号』（“FIowchart　SymbOIs　fOr　InformatiOn　PrOcessi㎎’’）である。い
まその概要を示してみれば，前頁のとおりである。
　このような記号を用いて作成した販売管理用のシステム・フローチャートの
一例を掲げて参考に供せば第6図のとおりである。
925
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第6図販売管理システム・フローチャートの一例
一般部晶注文書
納入残取消
変更通知書
特定部品
注文書
不良品通知書
カード
せん孔
検　孔
紙テープ
せん孔
検　　孔
一般注文カード
特定部晶注文
テープ
1－5M46C
納入済
変更カード
　一般
部品納入
テーブ
下旬
　　中
上旬旬
特定部品
納入テ■
　プ
RUN3128
で作成の
もの
力一ド
せん孔
検孔
不良品カード
不良品フ7イル作成
注文マスタ作成
RUN－2211
4F
注文
8F
インデノクス RUN－2217
　　ンーケンンヤル　　7了イル
注文　　不良品
マスタ　3　　フアイル 9G
不良品
テープ
マスタ 部品番号
S　O　RT
キタ1174作成
注文番号　納晶書
取引先
番号順
RUN2218
　不良晶
　統計用
　として　保存
RUN－22ユ2 70
　翌日?﹇
　再投入
注文　　　注文
　　　　　マスタ4マスタ
納入テープ作成
RUN－2214
注文
マスタ
　4
4K　　　　　　　納入
エラー　　テープ
リスト
受入
テープ
エラー
リスト
3
｛M
注文マスタ作成
R－JN－2213
PRINT
部品番号
注文番号
取引先番
号順
RUN－2219
注文 S　OR　T
マスタ RUN－2215 受入通知書
分類
ずみ納入
テープ
6N
注文マスタ作成
RUN－2216
簑鮒嘉一リスト5P注文マスタ
　3
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3．　コーディングによる管理会計モデルの表示
　フローチャートを画くことによって管理会計モデルの流れが確定Lたら，こ
のフローチャートに従ってコーディ1■グを行ない管理会計モデルの計量的表示
を行なわたければならない。ここにコーディソグ（COdi・g）とは，各項目に系統
的な番号や符号を付することによって，各項目の分類を明確にし相互関係を明
示する方法であって，コード（code）には次の種類がある（前掲rM　I　Sハソド
．ブック』403頁）。
a　コンピュータあるいはデータ通信等の機器の内部で伝送・記憶・演算とい
　う目的で用いられる電気的な清報の記号
b　コンピュータのプログラミソグ・ラソゲージとしての記号
C　機械化に関連して，データの分類・照合等を容易にするために，これを体
　系化し一定の名詞で記号化したもの
　aの＝1一ドはコソピュータ・コード，bのコードはプ1コグラミング・コード，
Cのコードはツステム・コードと呼ぶことがでぎる。システム分析及びシステ
ム設計で使用されるのは，もちろんCのシステム・コードで次の種類がある。
（1）数字記号方式（numeric・1symbOl・）によるコーディソグ
　算用数字を用いてコード化するのが，数字記号方式で，次の4種類がある。
a　一連番号方式（sequence　code）
　項目の順序を追って一連番号を付する最も原始的な方式であって，順番号方
式とも称される。証票や伝票や手形・小切手等を発行順や受入1贋にナソバーを
入れる際に使用されるが・単に」順番を明らかにするにすぎず，分類・整理する
目的のものではないから，システム・コードとしては不適切であ乱
b　＋進方式（decim・l　code）
　大分類・中分類・小分類の順に左から右に1桁づつ留保し，各分類の内容を
○から9までの10個の数字で表現する方式で，図書館で使用されているため図
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書館方式とも称される。10進分類の方法については，日本10進分類法と国際10
進分類法がある。
　管理会計コードとして最械こ登場したのがこのユ0進方式で，主としてコソテ
ソラーメソ（Konten・ahmen標準会計組織）の形で生成し発展してきた。コン
テンラーメソを最初に提案Lたのは，E．Schmalenbach教授で，1929年に公
刊した“DerKontenrah㎜en”において，第1表のように勘定組織を類別し，
クラス0で静止勘定を表わし，クラス1より9までで活動勘定を表わした（土岐
政蔵訳『コンテンラーメン』森山書店，昭和28年，34頁）。このコソテソラーメソに
従えぽ，個別勘定は次頁以下のように分類され，コードが付されることになる
（クラス5の余備クラスは，細都勘定が存し鮎・ので省略する）。
第1表シュマレンバッハのコンテンラーメンの骨子
　勘　　　定　　　組　　　織
　　　活　　動　　勘　　定
　内部経営経過の誌勘定
は月費　経営態様・原価計算及ぴ月次計算勘定
年リJt1
　　費用又は　　　　　　　原価亮畷馬計益な算，一ら　原価　予備原価場所　負売長鱗
帳特
簿殊
に費
記用
録（
さ郡
れ疋
るぱ
費補
用助
4
営業簿記 工場簿記 営業簿記　又は
工場簿記
928
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1
ク　ラ　ス　O ク　ラ　ス　1 ’ ク　ラ　ス　2
静　止　勘　定 財　務　勘　定 費用に非ざる支出，I 中性費用，中性収益
」?? OO 10 20及び21土地及び建物 現金，外国通貨 残高が期末貸借対照表
一 に借記又は貸記される01 11 勘定（新築勘定，保険1 機械，道具，運搬具 銀　行　勘　定 掛金等）
02 122 特許権，諸権利，
諸　前　払　金 手 形 22－24
03 133 中性費用（例えぱ，税投　資　勘　定 外　国　手　形 金，資本費，貸倒金）
04 144 投　資　勘　定 株券，その他有価証券
05 155 長期貸付金 内　国　廣　権 25－27
06 166 保　証　手　形 外　国　債　権 中　性　収　益
’I 07 177 費用及び危険引当金
修　正　勘　定 滞 貸 金1 08 ヨ 188 資本金積立金 28及び29特別　積立金 」債権，　引受手形一’ 09 ■ 調　節　勘　定9 長期借入金，損益勘定， 19ト198配当及び利子
貸借対照表勘定 199秘密元帳勘定
929
旭ク　ラ　ス　3 ク　ラ　ス　4 ク　ラ　ス　5
他のクラスに属しない
費 用 原料及び賃金勘定 檎　助　経　営
30及び31 60O 管 理 部
■ 残高の出ない勘定 40－43通　過　勘　定 611 設備の維持並
倉庫に保管される原料， びに監視部一 32 622 部分的に借方に移され 工具及ぴ都分品 暖房，動力，照関．
る勘定 給 水 部
■ 33及び34 633 営業工場，遣具製作場
■ 借方に残高の出る勘定 44及び45 644 運 搬 部
宥高報告をする勘定
35及び36 655 倉庫管理部
貸方に残高の出る勘定
46及び47 666 労働考探用，賃金事務所一 37 賃金，杜会公課 677 残高が貸借不定に出る
勘定 職長，検査，遊撃部
’ 38 48 688 副製品の販売残高の出
るもの 給料，杜会公課 福利施設部1 39 49 699 副製品の販売残高の出
ないもの 消費組合及び酒保 雑
930
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ク　ラ　ス　7 ク　ラ　ス　8 ク　ラ　ス　9
主　　経　　営 半製品，製　品 販売費，売上，決算
O 90O 管理，固定利子，補
助経営の固定的都分 固
一般販売費用，残の出な
いもの
1 80－84 911 動カ，場所，機械の 定
維持
一般販売費用，残の出る
もの1 2 費 922 固　定　賃　金 半　　　製　　　品 販売区域による販売費用
3 933 原料又は材料 製品種類による販売費用
4 比 940　　　販売個別費用4 補　助　材　料 941－946戻り品・値引
’ 55比例的賃金 85及び86 95及び46
例 製　品，　商　　品 売　上　計　算66道具の消耗
77 検　　査　　費 87及び88 97及び98費
一 販売場所における手持品 費用総合勘定88 仕　　損　　費
9 89 990－998収益総合勘定9雑総合勘定 積送中の手持品 999　　　月次損益勘定
931
20
C　ブロック方式（bl㏄k　code）
　各項目を幾つかのブロヅクに分類し，各ブロック毎に順次一定数の一連番号
を留保してゆく方式で，一連番号組分け方式とも称せられる。コンテソラーメ
：■がドイツを中心に発展したのに対し，アメリカでは財務会計におげる勘定分
類の方法としてぼ，このブロヅク方式が従来広く利用されてきた。たとえば，
次のとおりである（N＾Resea・chRepo・t34，“Classi£cationandCodingTechn1－
ques　to　Facilitate　Accounting　Operations”NAA，1955，p．20）o
　　1O00－1999資産
　　　　　　　　　100〔ト1299　流動資産
　　　　　　　　　1300－1399　固定資産
　　　　　　　　　140〔ト1599　繰延勘定
　　2000－2999負債
　　　　　　　　　2000－2199　流動負債
　　　　　　　　　2200－2299　固定負債
　　3000－3999　資本金及び剰余金
　　4000－4999収益
　　5000－5999費用
　上記のうちたとえぼ流動資産は，さらに次のようにコード化される。
　　1000－1299　流動資産
　　　　　　　　　1001　銀行預金
1002　手持現金
1005　小口現金
1013　受取手形
1026　売掛金
d　グループ方式（grOup　code）
各項目を幾つかのグルーブに分類し，各グループ毎に1頂次一定数の桁数を留
932
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保してゆく方式で，組別方式とも称される。ブロヅク方式は一連番号方式より
は一歩進歩Lているが，勘定分類が複雑となり，特に財務会計分類のほか管理
会計分類が導入されると収拾困難となる。この目的のために開発されたのがグ
ループ方式であって，システム・コードとしては，このグループ方式が積極的
に利用されねばならない。たとえぱ6桁のコードを使用する時は・次のような
勘定分類がなされる（N＾，0p．cit．，PP．18－19）。
ここでは，まず最初の2桁のコードで次のように勘定の大分類を表わす。
010000　流動資産
020000投資030000　有形固定資産
　　　　　　及び無形固定資産
040000　減価償却引当金
050000　繰延勘定
060000　流動負債
070000　前受収益
080000　固定負債
090000資本
110000　売上高
120000　売上原価
130000　製造原価
140000　販売費
150000　一般管理費
160000　営業外収益
170000　営業外費用
180000　納税引当金
　次の3桁目のコードで大分類に属する元帳勘定の中分類を表わす。上記の流
動資産勘定と投資勘定について例示してみれば，次のとおりである。
010000　流動資産　　　　　　　　020000　投　　資
011000　現　　金　　　　　　　　021000　全額所有子会杜投資
012000　市場性有価証券　　　　　022000　生命保険の解約払戻金
013000　売揖金　　　　　　　　023000　その他の勘定
014000　民間向製品
015000　政府向製品
016000　仕掛品
017000　民間の下請契約による在庫品
933
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　018000　政府の下請契約による在庫品
　019000　価格変動準備金
残余の3桁のコードは，関連勘定の小分類に使用する。たとえぱ，現金勘定
と棚卸資産勘定と有形固定資産勘定は次のようにコード化する。
現金勘定
の　場　合
棚卸資産
勘定の場合
010000
011000
011100
011200
010000
014000
014500
014560
014567
流動資産
現　　金
早稲田銀行の預金
慶応銀行の預金
流動資産
民間向製品
倉庫部（地区別・責任別）
原価計算法（標準原価計算か個別原価計算）
原価費目（労務費・材料費等）
有形固定資産
所在地（たとえば東京）
設備種類（たとえぽ，エアコン設備）
（2）アルフアベヅト記号方式（alph・betic　code）によるコーディソグ
　アルファベヅトを用いてコード化するのがアルファベヅト記号方式で，たと
えぱ各支店勘定は次のように表示される。
　　　アルファベヅト記号　　　　支店勘定名
　　　　　　CH　I・………・・…………Chicago支店勘定
　　　　　　C　I　G一……………・・…Chicag0舐支店勘定1
　　　　　　CKN……………………Chicken支店勘定
　従来はコードと称すると数字記号方式が意味されたが，最近はコソピュータ
の登場によってアルファベヅト記号も広く利用され出している。
（3）記憶記号方式（mnem㎝ic　code）によるコーディソグ
934
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各項目の名称の一部をコードに織り込むことによって，コードからその項目
の名称を連想させるように工夫した方式で，連想言己号方式とも称される。数字
だけで表示する時はたとえば次のとおりとなる。
　　　コード番号　　　　　　　　　内　　容
　　　　　13000…………・一・……・・…・電　球
　　　　　13020………………・一・………20ワヅト電球
　　　　　13025………………・・……・…25ワット電球
　数字とアルファベヅトを併用する時は，たとえぱ次のとおりとなる。
　　　コード記号　　　　　　　　内　　容
　　　　14TV…………………………14イソチ・テレビ
　　　　TR7・…一……・・・・…………トラソジスタ・7石ラジオ
　　　　C19TV…………………………19イソチ・カラーテレビ
　このような記憶記号方式は，その利用に一定の隈界がありあらゆる項目に普
遍的に使用することはできないが，利用可能の時はこれを使用すると記号の有
する意味が明確となり便利である。
（4）管理会計コードの一例（原価分析コードの場合）
　上記の各種コーディ．ソグ方式のうち，システム・コードとして最も重要なの
はグループ方式である。dでは主として財務会計コードを例えしたので，管理
会計コード特有の原価分析コードについて例示してみよう（N＾，op．cit．，pp－
25－26）。
　莱杜では，10桁の数字記号方式を採用し，最初の2桁で費用の機能別分類を
表わし，各分類を次のようにグループ記号方式で分類している。
　　50－59　製造原価
　　60－69　営業費
　　70－79　研究開発費
　　80－89　営業外費用
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　　9σ一99　その他の損益
　残余の8桁のうち，最初の4桁は現場管理用の組織部門を示すのに使用し，
次の4桁は費用の形態を示すのに使用している。たとえぱ次の通りである。
　　3桁目と4桁目…・…・……・…課叉は販売地区
　この分類目的からは，当該活動を担当している監督者の監督下にある活動叉
は活動群を課と定義しているので，課別コードは，他のある課が最終的に負担
しなげれぽならない場合でも，当該費用が発生した課のものを付げている。
　　5桁目と6桁目・一…・…・・一原価中心点
　製造工場では，原価管理目的のために設定した課内の作業領域を原価中心点
とする。
　　7桁目と8桁目・…・……・一・・費用統括勘定分類
　給料・賃金や材料費等の費用統括勘定は，会杜的に統一しており，部門毎や
会杜全体について費用を総括できるよう工夫している。
　　9桁目と10桁目…・・…・一一・費用源泉データ
　個表の原価中心点において計画や統制を行なう目的で，費用の細部データを
付げている。上記のコーディソグ方式を要約してみると，次のとおりとなる。
一般勘定
51
下　　都　　勘　　‘定
現場管理単位
課（又は　　　原価販売地区）　　中　心　点
03　　　　　　34
営　業　費
　費用　　　　費　用
総括勘定　源泉データ
10　　　　　　60
原価中心点の労務費
給料・賃金
スクリュー機
部品製作
製　造　部
936
25
4．費用効果分析による管理会計モデルの評価
　管理会計システム分析及びシステム設計の第3の問題点は，費用効果分析に
よって管理会計モデルの適否を評価することにある。費用効果分析には，次の
諾定義が下されている（官川公男編rP　P　B　S著の原理と分析』有斐閣，昭和44年，
396－398頁）o
a　A．R，PrestとR．Turveyの定義
　「特に長期的観点を考慮することが重要であり，かつ各種の副次的効果を広
範に考慮する必要があるプロジェクトについて，そのプロジェクトの望ましさ
を研究する実際的方法が費用便益分析であり，いいかえれぼ，費用便益分析と
は，すべての費用と便益を列挙し，評価することである。」
b　R．N．Mckeanの定義
　「費用便益分析は，いろいろな行動をとったことによって生ずる費用と利得
（gainS）とを推定する試みである。」
C　システム分析調査室の定義
　「費用有効度分析とは，ある目的を達成するために各代替案について，それ
に要する費用とそれによって得られる有効度を評価対比Lて，代替案の望まし
さを知り，代替案の採否，あるいは優先11贋位を明らかにする分析である。」
　「費用便益分析とは，ある目的を達成するために，各代替案について，それ
に要する費用とそれによって得られる効果を消費者の支払おうとする対価で評
価した便益とを評価対比して，代替案の望ましさを知り，代替案の採否あるい
は優先順位を明らかにする分析である。」
　Cの定義では，費用効果分析（cOsトu舳y　analyis）を費用便益分析（cOst－bene丘t）
analySiS）と費用有効度分析（COSトe任eCti・eneSS　analySiS）に大別し，効果を金額で
換算できる場合を費用便益分析と呼び，効果を金額で換算できたいが数量的に
表示できる場合を費用有効度分析と称している。このように費用効果分析を二
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種類に大別するならぱ，管理会計モデルの設計に使用されるのは，主に費用便
益分析である。費用便益分析はまた便益費用分析（bene脈c0・t　an・lysis）とも称
され，特定の管理会計モデルの費用と便益を測定して費用便益比率を求め，当
該比率の大小で経済性を判定するのである。費用便益分析が対象とする管理会
計モデルには，計画モデルのほか統制そデルも含重れるが，通常対象とされる
のは計画モデルである。計画モデルには，個別計画モデルと期問計画モデルの
2種類がある。ここに個別計画（p・0ject　plaming）とは，経営管理老が特定の
問題に直面した際，将来の行為コースに関する意思決定を行なうために，代替
コースを評価する過程であり，期間計画（pe・iOd　p1ami㎎）は，特定期問におげ
る企業叉は企業の機能部門の将来の全活動に対L承認しうる一組の計画を経営
管理老が組織的に設定する過程をいう（舳・“Tentati平e　State皿ent　o｛Cost
Concepts　for　Manage㎜ent　Purposes”，1956）。その何れを対象とするかによって，
費用便益分析の具体的内容は以下のように相違する。
（1）個別計画モデルの費用便益分析
　個別計画モデルの費用便益分析は，次の特徴を有している。
a　個別計画モデルの費用便益分析は未来計算である。
　個別計画モデルの費用便益分析では，未来における代替モデルの経済的評価
が主体とされるが，これらの評価は過去の実績計算を基に推定するだけでは不
十分であり，進んで当該代替モデルにかかわる損益を計算すべきである。未来
計算におげる原価計算には，見積原価計算，標準原価計算，原価予算の編成等
があるが，個別計画モデルの費用便益分析で主とLて使用されるのは見積原価
計算である。
b　個別計画モデルの費用便益分析は差額原価計算である。
　個別計画モデルの費用便益分析では，未来におげる代替モデルの比較計算が
重視されるが，これらの比較計算を行なうには，各代替モデルの差額利益を比
較するだけで十分である。そのほうが計算が簡便であるだけでなく，計算結果
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が直接意思決定に役立っ。ここに差額利益（di脆rentia1pro趾）とは，差額収益
と差額原価の差異概念である。最も間題があるのは，差額原価（d岨erential
cOst）で，次の特色を持っている（R．I．Dickey，“AccOuntanゼs　COstHandb00k”・
1550，P．18の3）o
　（力　差額原価は，他の代替モデルの代わりに，ある代替モデルを選択する結
　　果として変化する原価項目だけに限定され肌
　（イ）差額原価は，原価のうち真の差額分だげを反映させなけれぼたらない。
　（ウ）差額原価は，過去の原価ではなく未来の原価である。
　■　差額原価は，問題の性質や検討中の代替モデルの性質によって相違する。
　㈱　差額原価は，多くの場合，帳簿に記載される原価分類と厳密に比較する
　　ことはできない。
C　個別計画モデルの費用便益分析には割引計算が必要である。
　個別計画の主体は長期の戦略計画であり，このため個別計画モデルの費用便
益分析は長期計画モデルの費用便益分析として実施される場合が多い。長期計
画モデルの費用便益分析では，各期間に受入れられる収益叉は各期に支出され
る費用を単純に合計して，総収益叉は総費用を算出するだけでは，必ずしも適
切ではない。時間的要素をとり入れ，将来受入れる収益叉は将来支出する費用
は，計算時点の現価（pres㎝tva1ue）に換算して比較すべきである。同じ10，000
円でも，本目受取る10，000円と10年後に受取る10，000円では，少なくとも
利息分だげは現在価値が相違するからである。
　未来価値をX，年利率をi％，年数をn年とすると，現価Yは次式で計算さ
れる。なお，（1＋i）’nは，複利現価表で読みとるのが最も簡単である。
　　　Y＝　　X　　＝X（1＋1）一・
　　　　　　（1＋i）n
d　個別計画モデルの費用便益分析には機会原価計算が必要であ乱
　個別計画毛デルの費用便益分析では，未来における代替案からの選択が使命
とされるが，ある代替モデルを選択する場合には，当然に他の代替モデルを選
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択することが放棄される。従って，他の代替モデルを選択した場合にえられる
利益が放棄されることとなるので，この利益の放棄額を当該代替モデルの原価
に含めて計算しないと，正確な選択計算を行たうことができない。この計算を，
機会原価計算（0pport㎜ity　cOSti㎎）と称する。機会原価計算が対象とする機会
原価は，次のように定義することができる（舳，“TheReportoftheCom皿ittee
on　Cost　Concepts　and　Standards”，The　Accounting　Review，April，1952）o
　「機会原価とは，材料・労働叉は設傭の何れかの生産手段について，代替的
　な諸用途のうち1つをとり他を棄た結果減少する測定可能な価値犠牲額であ
　るo」
e　個別計画モデルの費用便益分析は特殊調査であ糺
　個別計画モデルの費用便益分析が対象とする個別計画は千差万別であり，経
営管理者が直面する個別計画問題は，常に内容が相違するのが普通である。こ
のような多種多様な個別計画を対象とする個別計画モデルの費用便益分析は，
当然に千差万別となり，ケース・バイ・ケースに実施されることになる。従っ
て個別計画モデルの費用便益分析は，会計制度として一定のバターンを持ち常
時反復的に実施することは困難であり，自然，特殊調査（speci・l　study）として
特定の間題に最も適合したパターンで一回隈りに実施されることとな乱なお
この際使用される特殊原価としては前述したもの以外に，次の原価が使用され
るo
　取替原価（・ep工acement　cOst）・…・・現在の市場におげる原価
　埋没原価（s㎜k・⑪st）・・…・特定の状態においては回収不能の原価
　付加原価（i血puted　COst）……いかなる時にも実際の麦出も伴わず，従って財
　　務記録上は現われないが，原価の計算をたすべき人の立場からはその価値
　　犠牲を計算しうるような原価
　限界原価（ma・ginal　cost）……産出高つまり売上高が1単位増加する場合の
　　原価の増加高
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変動原価（va由bIe　cost）一・・操業度の変化に概ね比例して変動する原価
　固定原価（五Xed　COSt）一・・たとえ操業度に相当大幅な変化が生ずる場合でも，
　　特定期問内では，その金額が概ね同額にとどまる原価
（2）期間計画モデルの費用便益分析
　期問計画モデルの費用便益分析は，次の特徴を有している。
a　期間計画モデルの費用便益分析は未来計算である。
　期間計画モデルの費用便益分析では，未来における経営活動の計画を作成す
ることが主体とされるため，釆来計算である個別計画モデルの費用便益分析と
は次元を同じくしているが，実績計算である財務会計とは次元を異にしている。
個別計画モデルの費用便益分析も共に未来計算であるという点に着目し，両者
を統合すると計画モデルの費用便益分析の概念が成立する。
b　期問計画モデルの費用便益分析は総合計算であ乱
　期間計画分析モデルの費用便益は，特定期間の総合計算を行なうことを目的
としているので，特定問題の部分計算を目的とする個別計画モデルの費用便益
分析とは，対象や計算法を異にしている。特定期問の総合計算という点では，
未来の期問か過去の期間かの相違はあるが，むしろ財務会計に類似している。
C　期問計画モデルの費用便益分析は予定の財務会計であ乱
　期間計画モデルの費用便益分析では，将来の特定期間にっいて財務会計に準
じて予定計算が行なわれる。つまり，財務会計と同一の収益及び原価概念を使
用し，財務会計と同一の会計原則に準拠して利益計算が行なわれるので，割引
計算や機会原価計算等の特殊計算が行なわれる余地はない。ただ財務会計では，
もっぱら実績計算を行なうのに対し，期問計画モデルの費用便益分析では，も
っぱら予定計算を行なう点が根本的に相違してい糺
d　期問計画モデルの費用便益分析は目標利益計算であ乱
　財務会計では，実績収益から実績原価を控除して実績利益を計算するが，個
別計画モデルの費用便益分析では，予定収益から予定原価を控除して予定利益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　941
30
を計算する。これに対し期間計画モデノレの費用便益分析では，予定収益から目
標利益を控除して許容原価を算出し，収益は予定額以上実現させるとともに，
原価は許容額以下に抑制することが要請される。
e　期間計画モデルの費用便益分析は制度計算である。
　前向きの経営を推進するためには，常に期問計画を設定し，長期及び短期の
総合計画を作成しておかなけれぱならない。個別計画モデルの費用便益分析で
作成する個別計画の内容は千差万別であるから，特定の計算パターソを定める
ことができず，従って特殊調査として実施せざるをえない。しかし，期問計画
そデルの費用便益分析で作成する総合計画の内容は一定しているから，特定の
パターソを定めることが可能であり，従って会計制度として実施することがで
きる。
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